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沼津市八幡町 65-1  

二 一 
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三枚橋城・沼津城 

戦国時代、駿河における武田氏の拠点の一つが、三枚橋城

です。1614 年三枚橋城は廃城となりますが、1777 年水

野忠友が城地を拝領し、三枚橋城跡に沼津城を築きました。

美しい眺めから観潮城ともいわれました。 
 

沼津市常磐町 2-32   

二 一 
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増誉上人の像 

千本松原の恩人 

妙覚寺 井上靖文学碑 

井上靖が沼津中学校時代に寄宿していました。 

 

勝田香月記念碑 

沼津市出身の詩人 

 



 

 

 
沼津市下香貫下障子 3157-2 

   

 

二 一 
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風に鳴る碑 芹沢光治良 

我入道で生まれ、沼津中学 

を卒業しました。日本ペンク 

ラブ会長など務めました。 

代表作に「巴里に死す」「人 

間の運命」などがあります。 

  
 

御用邸記念公園 
 

沼津市千本 1910-1  

二 一 
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妙傳寺 

三枚橋城主大久保忠佐ゆかり 

の寺。 

 

六代松の碑 

千本松原は平家物 

語の舞台にもなっ 

ています。平維盛の 

遺児六代ゆかりの 

大きな松があった 

といわれています。  

若山牧水旧居跡 

牧水は千本松原の景観に魅 

せられ、沼津に移住し、大正 

14 年（1925）千本の地に移 

り住みました。 



 

今むかし豆ちしき 
～文学作品に登場する場所や建造物について～ 

 

 

 

 

川廓（かわぐるわ）  

『居眠り磐音江戸草紙 意次の妄』（佐伯泰英著）に登場する川廓と

いう場所を紹介します。 

 

田沼意次（1719～1788）は江戸時代中期の幕府の老中ですが、同じく老中と

なった人物に水野忠友（1731～1802）がいます。忠友は、駿河沼津藩初

代藩主で沼津城の築城主です。 

沼津城は三枚橋城の一部を利用して整えられた城で、狩野川を外堀とし、そ

の内側に曲輪があったと考えられています。 

川廓の「くるわ」は曲輪に由来します。 

『意次の妄』では、船着き場所として登場します。 

 

 


